
恵風会　だより 平成30年9月1日

居
宅
介
護
事
業
所

恵
風
荘
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

当
事
業
所
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
五
名
在
籍
し
て
お
り
、
要
介
護
・
要
支
援
認

定
を
受
け
た
方
が
自
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
を

し
て
い
く
居
宅
介
護
事
業
所
に
な
り
ま
す
。
利
用
者
様
そ
れ
ぞ
れ
の
望
む
生
活
や
状
態

に
合
わ
せ
て
、
適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
・
調

整
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
他
、
介
護
に
関
る
生
活
全
般
の
相
談
や
各
種
申
請
代
行
、

医
療
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
利
用
者
様
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

最
近
、
「
足
腰
が
弱
く
な
っ
て
動
け
な
い
」
「
病
気
を
し
て
体
が
動
か
な
い
」
「
リ
ハ

ビ
リ
が
し
た
い
」
「
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
先
ど
う
し
た
ら
良
い
か
分
か

ら
な
い
」
等
の
悩
み
・
相
談
事
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

連
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先
▼
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「
母
の
日
」
「
父
の
日
」

母
の
日
、
父
の
日
を
前

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

職
員
か
ら
利
用
者
様
へ
、
ご
夫
婦
で

利
用
の
方
に
は
ご
主
人
様
か
ら
奥
様

へ
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
！
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
送
り
ま
し
た
。

ま
た
、
母
の
日
ク
ッ
キ
ン
グ
で
は
利

用
者
様
が
に
ぎ
っ
て
職
員
が
ホ
ッ
ト

プ
レ
ー
ト
で
焼
い
た
醤
油
の
香
ば
し

い
か
お
り
の
焼
き
お
に
ぎ
り
を
作
り

ま
し
た
。
父
の
日
ク
ッ
キ
ン
グ
で
は
、

メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
入
れ
た
ふ
わ

ふ
わ
プ
チ
パ
ン
ケ
ー
キ
に
フ
ル
ー
ツ

を
添
え
た
美
味
し
い
お
や
つ
の
出
来

上
が
り
。
皆
で
美
味
し
く
頂
き
、
両

日
と
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
ひ
と
時
と

な
り
ま
し
た
。
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「
端
午
の
節
句
ク
ッ
ク
」

五
月
に
デ
イ
ケ
ア
で
は
、
端
午
の

季
節
に
ち
な
ん
で
、
春
巻
き
の
皮
で

兜
を
折
り
、
そ
の
中
へ
具
を
入
れ
た

兜
春
巻
き
と
鯉
の
ぼ
り
春
巻
き
を
作

り
ま
し
た
。
折
っ
た
り
具
を
詰
め
た

り
と
細
か
い
作
業
に
手
を
焼
き
な
が

ら
も
、
パ
リ
ッ
と
仕
上
が
り
、
最
後

は
皆
で
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

「
ク
ラ
フ
ト
展
」

六
月
二
十
六
日
か
ら
一
週
間
「
ク

ラ
フ
ト
展
」
と
題
し
て
利
用
者
様
が

作
っ
た
作
品
を
デ
イ
ケ
ア
正
面
入
口

に
展
示
。
作
品
の
前
を
通
る
時
に
足

を
止
め
、
「
自
分
で
も
作
り
た
い

わ
」
と
言
わ
れ
た
り
、
一
つ
ひ
と
つ

の
作
品
を
手
に
取
り
な
が
ら
興
味
深

く
見
て
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

老
人
保
健
施
設

恵
風
苑
入
所
に
つ
い
て

老
健
と
は
老
人
保
健
施
設
の
名
称
で
す
。

医
療
・
看
護
・
介
護
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
、
さ

ら
に
は
栄
養
管
理
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
、
障
が
い

の
あ
る
方
や
ご
高
齢
の
方
な
ど
、
利
用
者
様
・
ご
家
族
様
が

安
心
し
て
在
宅
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
介
護

保
険
で
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

病
院
か
ら
治
療
を
終
え
て
入
ら
れ
る
方
、
自
宅
か
ら
リ
ハ
ビ

リ
の
為
に
入
ら
れ
る
方
等
様
々
で
す
が
、
二
週
間
程
度
で
入

所
で
き
る
よ
う
に
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
た
り
、
退
所
後
に

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
短
期
間
利
用

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
他
、
地
域
で
暮
ら

さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
出
張
介
護
予
防
教
室
等
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。恵

風
苑
で
は
、

様
々
な
専
門
知

識
・
技
術
を
持

っ
た
職
員
が
連

携
を
図
り
、
利

用
者
様
の
自
立

に
向
け
た
支
援

を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
困

り
の
際
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

疲
労
回
復
に
効
果
抜
群
！

☆
あ
じ
の
カ
ラ
フ
ル
黒
酢
南
蛮
☆

（
四
人
分
材
料
）

小
あ
じ
の
三
枚
お
ろ
し
四
尾
、
ピ
ー
マ
ン

（
赤
・
黄
）
各
一
個
、
南
京
一
／
六
個
、
玉

葱
一
／
二
個
、
生
姜
一
か
け
、

★
南
蛮
酢
（
だ
し
カ
ッ
プ
一
、
黒
酢
カ
ッ
プ

三
／
四
、
醤
油
大
さ
じ
四
、
砂
糖
大
さ
じ
三
、

赤
唐
辛
子
二
本
を
合
わ
せ
て
お
く
）
レ
モ
ン

一
／
二
個
（
薄
い
輪
切
り
に
し
て
お
く
）
、

青
じ
そ
十
枚(

ざ
く
切
り)

サ
ラ
ダ
油
、
塩
、

揚
げ
油
、
小
麦
粉

（
作
り
方
）

①
南
京
を
半
分
に
切
り
七
～
八
㎜
厚
さ
に
切

る
。

②
ピ
ー
マ
ン
・
た
ま
ね
ぎ
を
五
㎜
幅
の
せ
ん

切
り
、
生
姜
を
細
い
せ
ん
切
り
、
赤
唐
辛

子
は
小
口
切
り
。

③
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
一
を
熱
し
、
②
を

炒
め
、
塩
を
少
々
加
え
る
。
野
菜
が
し
ん

な
り
し
て
き
た
ら
★
南
蛮
酢
を
加
え
ボ

ウ
ル
に
移
す
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
少
量
の
揚
げ
油
を
入
れ
、

①
を
揚
げ
焼
き
に
す
る
。

⑤
あ
じ
は
半
分
に
切
り
、
小
麦
粉
を
ま
ぶ
し

、
揚
げ
焼
き
に
す
る
。

⑥
③
に
あ
じ
を
熱
い

う
ち
に
加
え
、
④

と
輪
切
り
に
し
た

レ
モ
ン
を
の
せ
一

時
間
以
上
置
く
。

⑦
器
に
盛
り
、
青
じ

そ
を
添
え
る
。

栄
養
士
よ
り

恵
風
会
で
は
、
現
在
四
名
の
管
理
栄
養
士
が
勤
務
し
て

お
り
、
敷
地
内
の
各
施
設(

特
養
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・

老
健
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
ケ
ア
ハ
ウ

ス)

に
お
い
て
食
事
提
供
・
栄
養
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
師
の
指
示
の
下
、
他
職
種
と
も
連
携
を
取
り
、
利
用

者
様
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
食
事
の
量
や

形
態
等
の
内
容
を
調
整
し
、
安
全
に
し
っ
か
り
と
食
事
を

召
し
上
が
っ
て
頂
け
る
様
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

季
節
に
合
わ
せ
た
食
材
の
使
用
や
献
立
内
容
の
工
夫
、
行

事
食
や
デ
ザ
ー
ト
バ
イ
キ
ン
グ
等
の

イ
ベ
ン
ト
食
も
取
り
入
れ
、
衛
生

面
に
も
注
意
し
な
が
ら
、
美
味
し

い
食
事
を
楽
し
く
召
し
上
が
っ
て

頂
け
る
様
に
も
心
掛
け
て
い
ま
す

。
利
用
者
様
が
健
康
に
生
活
で
き

る
事
を
目
的
に
食
事
、
栄
養
管
理

を
通
し
て
支
援
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

訪
問
介
護

恵
風
会
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
こ
の
町
で
、
こ
の
家
で
暮
ら
し
た
い
。
」
と

願
う
利
用
者
様
の
思
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

食
事
や
排
泄
、
入
浴
等
の
身
体
介
護
、
ま
た
、
掃

除
や
洗
濯
、
買
物
等
の
生
活
援
助
を
有
資
格
者

の
ベ
テ
ラ
ン
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
り
、
お
手
伝
い
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

当
事
業
所
は
、
誠
実
さ
と
明
る
さ
を
モ
ッ
ト
ー

に
最
高
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
各
ご
自
宅
を
訪
問
し
、

ご
家
族
様
並
び
に
他
事
業
所
間
と
の
連
携
を
密

に
行
い
な
が
ら
、
利
用
者
様
が
安
全
に
安
心
し

て
ご
自
宅
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
日
々
努
力
を
し

て
お
り
ま
す
。

訪
問
の
時
間
を
笑
顔
で

い
っ
ぱ
い
に
し
て
、
明

る
く
楽
し
い
ひ
と
時
を

利
用
者
様
と
共
有
が
で

き
、
今
が
幸
せ
と
感
じ

て
頂
け
れ
ば
最
高
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
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8月は納涼祭を開催。入所施設では、職員が盆踊りや漫才を披露し、各種ゲームや喫茶も登場。夕

方には、夏の風物詩である花火を行い、手持ち花火だけでなく、空に大きな花火を打ち上げ、仕掛

け花火も用意して利用者様と楽しみました。

通所では、駄菓子釣りやたこせん、懐かしのスナックの出店を室内に作り、ゲームと共に童心に

返って楽しまれました。そして、これまた夏の風物詩であるスイカ割。男性利用者が力いっぱい叩

いて、ヒビが入ると周りから「オォーッ！」と歓声が上がり、大盛り上がり。スイカは、怪獣的入

れゲームの後に、美味しく頂きました。

今年も5月～6月にかけて遠足があり、「いちご狩り」「池田動物園」「キリンビール工場」「林原美

術館」「畠山製菓」「敷島堂」「日本一の駄菓子売り場」「英国庭園」等に行ってきました。「いちご

狩り」では、真っ赤に熟れたいちごがいっぱい！！甘酸っぱさに手が止まらず、次々にいちごを手に取

り、お腹いっぱい堪能されていました。「池田動物園」では動物との触れ合いを満喫し、「キリンビー

ル工場」や「畠山製菓」では、原料を触ったり、試食試飲、せんべい焼き等の体験ができ、楽しく貴重

な一日となりました。「駄菓子売り場」でも懐かしの駄菓子を見つけ、楽しく買物をされていました。

「林原美術館」では、「サムライの纏うもの」と題した特別展が開催中。参加者全員が男性という事も

あり、戦国時代の鎧等を興味深くご覧になられていました。熊山の「英国庭園」では、イギリスの歴史

を感じさせる庭園を堪能した後にカフェで休憩。ジュースやアイスを頂き、心も体も癒された一日とな

りました。年に１回の遠足ですが、施設で過ごされている時とは違った表情が伺え、楽しいひと時を過

ごして頂けたのではないかと思います。

7月、恵風苑本館とデイサービスでは七夕会を開催。願いを込めた短冊を笹に飾り、お茶会やゲーム、

七夕にちなんだクイズ等を実施。恵風苑別館では、夏祭りを開催。屋台で食べたり、盆踊りを踊っ

たり、昔を思い出しながら手拍子や唄を口ずさむ方もおられました。恵風荘では、ビアガーデンと

題して施設の前に屋台が登場。やきそば、からあげ、たこ焼き等、ビールや日本酒、ジュースを片

手に皆で楽しく賑やかに飲み食いしました。利用者様同士の触れ合いや職員との関わり、美味しい

物を食べる事を通して楽しいひと時を過ごして頂く事ができました。


